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九州地域地質センタｰ閉所のお知らせ

当所の九州地域地質センタｰ(福岡市)は,1995年

4月1目付の地質調査所組織の一部改正により,閉所

いたしました.

同センタｰは,1946年7月に設置された地下資源

調査所(地質調査所の前身)福岡出張所に始まります.

福岡出張所は,第2次大戦中に熊本県山鹿市に頭開

していた地下資源調査所の組織を引き継いていまし

た.その後,1948年5月に地下資源調査所が｢地質

調査所｣に改称して発足したのに伴い,その福岡出張

所として設置され,1949年9月に福岡支所,1952年

8月に福岡駐在員事務所,1967年4月に九州出張所,

1988年10月r九州地域地質センタｰと改称して調査

研究業務を継続してきました.

同センタｰでは,九州地方に特徴的な地質や地下資

源などの研究を精力的に実施してき重した.とりわけ

戦後間もない頃の炭田開発調査やその後のウラン(核

燃料資源)調査,鉄鋼原料(未利用鉄資源)調査,天然

ガス開発調査,ダム開発調査などは特筆すべき調査研

究であります.このほか,鉱物資源の研究として含銅

硫化鉄鉱床や珪砂鉱床,粘土鉱床(セラミック原料資

源)などの研究を行い,最近では火山地質や火山岩の

調査研究を実施し,5万分の1地質図幅の調査研究に

も協力してきました.

これらの調査研究の成果や研究過程で得られた地質

･鉱床などの情報を基にして相談業務や技術指導に

も対応し,通商産業局や地方自治体などの行政機関の

資源政策や地域開発に寄与してきました.

同センタｰのこの度の閉所にあたり,戦後から約

50年間の長きにわたって多くの方次よりお寄昔いた

だいた御支援に対し,誌面を借りて厚くお礼申し上げ

る次第です.

たお,同センタｰの所掌業務は,本所及び大阪地域

地質センタｰにおいて継続いたします.

本所地質相談所:TEL.0298-5←3540

大阪地域地質センタｰ*:TEL.06-941-5377

*旧称:近畿･中部地域地質センタｰ(1995年4月1目

名称変更)
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